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1.開発の 目 的

日立製作｢叶における白黒テレビセットは昭和44年以降仝機椎に

オールトランシスタ化を実施してきたしつ このオールトランジスタ

化に姑も力になったものの一つに,ブラウン管の90度偏向20¢ネ

ック化による偏Irり電ブJの低減と,小電力ヒ∴-一夕･カソードの採用

による消音菅電力の減少がある｡従来,17形の場伽こは,114姥偏向

28.6¢ネック,6.3VO.6A(3.78W)ヒ】タという大電力を要する

ブラウン管を用いてオーールトランジスタ化を実施していた.｡この

ため人きな偏l‾rり電力を必要とし,トランシスタも′そグ)柑イ仁上,何曲

なシリコントランジスタを使用せぎるを得なかった｡そこで17形

における偏向省力叫氏減化により,価格r小二も割安なゲルマニウ

ム･トランジスタの探周を図り,向‖寺に小形慌椎シャーシの標準化

により､勺ミ産肯巨率の向_Lと大幅な原価低減を達成することを開発

の目性にした｡これによl)価格的な山で真空管式セットに対抗で

きるオー/レトランジスタ･セットを完成し,田内はもとより輸出に

おける効米を期待した｡17形90度偏1｢り20¢ネックブラウン管は,

Lq内はもちろん世界でも初めての試みであり,多くの閑雅が予想

されたが,これまで仁J立だけか取り組んできた90度一20¢シリー

ズ開発の托術を生かして,この大形細ネックブラウン管ク)閃ヲ己に

収り組んだし,

2.設 計

開発を計画した時点において最も重視した点は,偏向電力の低

減とヒータの消費電力の減少であり,同時に低B電圧動作を吋能

にする電子銃の低G2電圧化である｡いずれもセットの消費電力の

低減を目標とするものであるが,同時にこれによってセット回路

のでナ理化や安定化など,程々の効果が期待できる｡すなわち,

(1)セットの発熱量が減り,安定度が向_Lする｡

(2)回路_Lの損失電力の低減と偏向回路の高能率化が可能であ

る｡

(3)回路素子の数が滅I),信栢度の向上と保守の容易化が図れ

る｡

ブラウン管の偏向電力は,偏向角､ネック径および陽極電圧に

よって決定される｡また,ヒ"タ電力はカソード系によって決ま

る｡さらに,低B電圧動作は,ブラウン管の電†一統構成を低G2電

圧化することによって達成される｡

2.1バル ブ設計

*

日立‾製作所電子管事業部
**

日立製作所茂原工場

is onlvabout58.5%(38〉V)∂SCOmPared

ブラウン管の外形すなわちバルブは,所要画何の大きさおよび

鳳/-1何で決まる｡また,ブラウン管製作時の排ケい+となるステム

排;て符は,バルブのネック径によって削l災されてLまうため,フ､

ラウン皆の排気速度は､バルブ各桁およぴネック作を切り離Lて

一号えることはできない｡そのほか何曲の明るさをはじめ,ネック

シャドウ裕度,耐圧,拍強強度などもバルブfl■な造にん右される√J

したがって,`壷J′一統とといニブラウン管の重要な特性に関連して

いるので,バルブ設t汁はこれらをすべて卑怯Lてゞ火1王されなけれ

ばならない｡

2.1.1偏向角とネック径

一般に,仏占向電力は偏l〔1]コイルのインダクタンスいmH)と拭

杭月(〔2)の厄列1仁舶各と考えられるし､したがって∴有力に関するJ社主り

中底偏向コイルは純紙抗,水平偏l/-Jコイルは純インダクタンスと

考えてよし､L二､二のため,偏向電力は月J2,上J2の人きさによって

比較されている,=.一一方,電√･ビームが偏向コイルの-一一様磁界によ

って,†刷昌Jを受ける場アナグ)偏向電力と†脱rり角,コイル径,コイル
上主.そして腸梅`這庄との憫には-一一般に次のようなl別系があること

が知られている(2)L_.偏l叶壷力を低減するためには,

(1)偏Irり角を減少するか,コイル径すなわちネック径を細くす

る._.

(2)偏l｢りコイル士壬を人きくするか,腸擁′左拝を卜げるソ

ニとか以､填である.っ これは,偏lムJコイルを-iiも純な･等佃仙川各とした

暢｢ナであるが,′風;祭にはこのほかに仙抑JヨークのQ,パターンの

オーーバスキャン比など,実1:祭卜のパラメーータを考促する必要があ

る.･つの什安とLて().H.Shadeら(1)に上って求められた,次の

リシ凱モを川いて仙i亡り角とネック往の効果を碓.こどlノてふた..図lは
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表1 偏 向 電 プJ 比

偏申角
不ック径

陽極電圧

15kV

down%/kV

114ロー28.6¢

100%

-6.9%

900-28.6¢ 110日-209～

68.5%

90ロー20¢

58.9% 41.2%

-4_0% -4.1% -3,0%

この関係を示したものである｡

P=8･8･q2･㌦･柑/ん･E占･Sin(1-COS昔)･10-5(W)1
ここに,β:偏向角(度),Eム:陽極電圧(kV),β:ネック径(cm)

ん:ヨーク寸法に関する定数,q:2/(1＋亡-1･65/Q)､Q:偏向ヨー

クのQ,m:オmバスキャン比

この結果,偏向角,ネック径,陽極電庄によって矧Fり電プJは,

表1のように低減できることがわかった｡しかしながら,セット

山川各に使用するトランジスタをSiトランジスタとせず,Geトラン

ジスタとするためには,どうしても現行の50%以卜に低減する必

要があった｡このため,90度偏札 20¢ネックの採f削二踏み切っ

た｡表lでdown%/kVは,陽極電rilkV下げるごとに低減される

胤句電力打分率を示している｡

2.1.2 リファレンス高さ

バルブの画面サイズ,偏向角,ネック経が決まったところで,

いま 一つ決めねばならぬ要素に,ネ､ノクシャドウ裕度を考慮した

リファレンス高さ寸法がある｡トランジスタテレビの場介,パリJ

トランジスタによる出力波形のひずみが真空管式の場合より人き

くなるため,どうしても直線作が悪く,画面調整の際,本来のど

【ムスポット位置をずらして調整される機会が多くなる｡したが

つてシャドウ裕度はできる限り多くとらねばならない｡そこで,

あらかじめ14形90度偏向2叫ネック用のヨークから偏向軌道を計

算し,この軌道によって軸方向で約3mmの裕度をとることを目標

に設計を行なった｡偏向ビームの入射点をリファレンス線から34.5mm

として軌道を定めると,バルブ偏向中心6.38皿m,リファレンス高

さ249.85mmを得る｡これから■jファレンス高さを250±4mmとする

こととした｡

2.l.3 パネル･ファンネル肉厚

ブラウン管は,陰極の必要な電‾f一放射効率を維持するた.少=二,

通常10‾5Torrないし10‾7Torr程度の真空度を保つのが普通である｡

さらにその製造工程中べ【キング,排気工程においてそれぞれ300

～4000cの高i丘左に15～60分加熱されるため,バルブそれ自身上記条

件に十分耐えうる強度を持たねばならない｡･方,補強ブラウン

管に要求される耐熱,耐衝撃強度を満足する形状と強度が必要で

ある｡このバルブ強度を示す目安としてパネル,フアンネル肉厚

を用いる｡またパネル肉厚はフ工【スの光速過率を決定する要出

でもあり,ブラウン管の画面の明るさとの関係からきわめて重要

な意味がある｡パネル肉厚は一般にフェース中央肉厚をもって表

示されている｡本開発のバルブにおいては,パネル肉厚は従来の

114度28.6¢ネックパル70がどちらかといえば明るさ重点で決定さ

れていて,補強強度の点で裕度が少ないのを佗正し,8.5±0.5mm

を定めた｡この場合明るさにして,約5.9%の低下を牡ずることに

なるが,輝度向_L新けい光体を組み合わせることによってその輝

度向上分5～10%(17形実績8%)と相殺して従来のものと変わら

ない明るさとした｡一方,フアンネル肉厚については特に90度-

2叫を採用したことから予想される耐圧,補強強度劣下を考慮し,

さらにこれまで実施してきた各穐パル70の肉厚から推定して4.5mln

以上に定めた｡

2.1.4 漏えいX線対策

漏えいⅩ線についてDHEW(Department of Health,Education,

and Welfare)およぴJEDEC(Joint ElectronDeviceEn由neering

Councils)が昭和45年8月新たに規制を設けたことにより,パル
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ブにおいても特別の対策が必要となったくつ そこで本間発にあたっ

ては,初期よりこの対策として,パネルおよびフアンネルにPbO

を添加してⅩ線の吸収特性を良くし,JEDEC規格烏仔23kVにお

いても0.5mr/b以下を書･分保証できるものとすることとし,旭硝

J一株式台社の協力を得て最終的には3.35%PbO添加ガラスとする

こととした｡

2.2 電子銃設計

電/儀設計にあたって特に1乱鼓したことは,

(1)ブラウン管としての十分な寿糾引生を維持できること｡

(2)実用上十分な解像度を有すること.ニ

(3)低電力ヒータ･カソードの採Jljっ

(4)低B電信動作に適した低G2電イ▲銃構造とすること｡

の各点である｡

2.2.1寿命特性への対策

17形に90度-20¢ネックを採用した場合,谷桔として約12Jと

なる.⊃ 二れは従来の114度-28.6¢ネックの場合の約1.3倍である｡

一ノ∴排気能率は前述したように,ネ､ソク管に継いだ排気管によ

り決1王され従来の28.6¢ネックの場介0.172りs,20¢ネ､ソクの場

でナ0.065J/sと従来の約好.65の排気速度しか得られない｡この対策

として,

(1)ステム排気管の径を広げ,排気能率を向上する｡

(2)排気時H毒ほ延良する｡

(3)ゲッタの岐収能力を上げる｡

方法を検討した｡(1)の場合,排気管の内径を4.8¢とすることに

より､表2のようにほほ26.6¢なみまで向_1てきる｡しかしなが

ら,二の新しいステムを用いる場合,ピンサークルも大きくせね

ばならずベース,ソケットが特殊仕様になり,軽々の点でl草案が

大きい√)このため実施を保留し,(2)(3)項の対策を進めた｡(2)の

場†ナ,予備実験において従来の排気時間では若干エミ･ソション的

に排;ミ不妊気味であり,従火の2倍まで延長するとバルブ,けい

光体からのガス発生などにより.かえってエミッション劣下をき

たす傾向がと11て,インチ･ソクスをあまり下げることはできなかっ

た｡結局､従来の杓1.3倍が過当であることがわかった｡--一方,､本

ブラウン管の1詞発と前後して開発された新方式の排気装置を採用

することにより,ド可様の効果が得られたので,生産能率は従来の

能率を落とすことなく 卜分な排気を行なうことができた｡さらに,

排気後真空度におし､ても前記(3)の検討を試み,結ノ毒,SAESカ､､ス

人リデックを梢いて従来の1.8倍の吸収能力を可能にすることによ

り,卜分な特性を得た.- この結果,ステムについては従来どおり

の20¢ネック欄ステムを採用することとし,新ステムは実験検討

去2 ネックそモとステム排1(眉;による排～も能力の比較

ステムや1‾ミ符.ヘ口径
r

排気管

内 径

l排1も賃=
■良 さ

Fd(J/ノs)Fp(J/s) S上一(g/s) F(J′′s)

5,5¢ 108mm

;68′′

l

0.3×270 0.17228.6≠用!5.0¢ 2.278!0.186
l

20･0¢用.3.0¢ 3.4¢ 0,820･0.070 0.3×270 0.065

新l

20.叫哨i4･叫
4,8¢ 68mm 1.457 0.197 0.3×270 0.174

i壬:排1てコンダクタン乙J-〔七.掛別』

5p一トⅦ FJ〉 β Fノl
lカー5

S:容器を排気する速度

5p:真空ポンプの排気速度

F:排気管の排気コンダクタンス

J㌔:イLの排1〈コンダクタンス

ダp:菅の排気コンダクタンス

喜=壬p十吉F≪5pのとき5≒F

去=去十去
♪1=11.6A(AはイLの血柿)

爪,=12.1げ/J(βは皆のl勺往,Jは

管の拉き)
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のみにとどめた.､′

2.2.2 解像度について

解條性の指し､l叫仙ま,より細部圭で太ホされる-,l■浄_山也j條のよ

うに細かな部分まで鮮叫に㌔ミホする域ナナはこれは重要であるL_.し

かLながノブ,八川の視ナノは土軌l由jを比た楊′ナ,牌l卜【山i像のときに比

べて%く⊥､〕いに下がるとされている.〕ニのことかJ〕,励何の楊†ナ,

愉部は【】で追いかけられるが細かな帖様圭では追いかけられない.〕

Lたがって,鍬叫である-･般テレビの場†ナには,細かな純悼まで

Il細けるよりは輪郭の内税のはうが違背となるL+二の輪郭の仲現

度を鮮H川空とする七,
一般のテレビIl11i像の揚でナは総√㌻的には鮮明

度を土とLてそえるほうがよい､､
一ノ∴川じ紺象でもコントラス

トの強弱によって八Hりの眼の明度対比能プJが諮Lく変わり,コン

トラストのあまI)強くない適ノ活グ〕†ii如上巾伯iの楊でナは,より細部ま

で見えることになる｡また,コントラストの強い強イ1言号出血の増

加ま,より鮮l+月な部分しか見えない二_とになる｡二のことかJ),

通瑞イこ言ぢ･の場･√ナはより解條怯に_屯∴与二をおき,頗†一言ゝゴーの場†ナはむL

ろ鮮明度に電力をおいた柑イ1三の州像を得ることが望まLい｡圭た,

脱がものをはっきり見ている増子ナのネ1乙角収は±2度であるといわ

れる(=.しかるに過視距維から見た17形の【l上州‥ま10ト鮒i‡性の視角に

なる､)テレビの画血を見る眼は80%以卜が1l･一史郎に視点がL程かれ

ている｡このことかノ〕,小央は解像度を,周辺は鮮明度を垂ネ1乙す

るのがよし-.｡二の観.rご丈から,後述の一別転電J†三,Gl孔繕において,

よりよいプリフォl-¶カスレンズ系の検討を行なった｡

2.2,2.1高 圧 条 件

高け叫氏下は, 一んで輝度劣‾1てを仁[ずるし,必要以上に__Lげた

城′ナ,ストレー,スパークなど耐止卜叫畔上となる_つ そこで高圧に

ついては,従来の20¢ネック管の托術レベルとセット没.汁条件を

考慮して,延怖13kV(故人16kV,拉′ト9kV)を.没止した｡これは,

従来の440AIi4が14～15kVで仲川されていることに比べると1～

2.kVの低卜である｡しかしながノブ.90慎一20¢ネックの340R王i4

の12kVよリ1kV_1二げて,竜rl統グ)解像度劣化を補し､うるこ′とか

ノブ,すでに実地済みの解像度(約1,000イこ)とすることができる､-､

2.2.2.2 Gl孔 径

解像度を決めるもう一つの要因であるGl孔径については,寿命

とのかねあいから決めることにした｡Gl孔の場合,あまり′トさく

すると過大電流密度またはイオン衝撃などのため,エミッション

スランプや寿命不良をひき起こすし,逆にあまI)大きくすると解

像度劣■ドを起こすことから0.56～0.65¢に絞って検討した｡その

結果を示したのが図12である｡0.56¢の場(ト,寿爺特性上やや劣

るため,寿命の安定性を維持するために､結局0.60¢を採用した｡

現在､0.60¢Gl孔球において市場確認などを行ない,特に顧客苦

情もなく良好な結果を得ている｡

2.2.2.3 プリフォーカスレンズ系の決定

2.2.2の考え方に従って,まず,レンズ口径を拡人Lて球面収

差を減少し,同時に発散角を押えて焦点深度をなるべく深くし,

全面性を保つことを主眼とした｡

図2はG3ボトム孔径とG2-G｡間隔に対するスポット径の関係を

示したものである｡プリフォーカスレンズ系の改善方法を図を用

いて説明すると図3において,テレビ画面の場合,いわゆる通常

信号での画質はスポット径が小さいほどきれのよい良質の画質が

得られる｡ガン特性上Gl孔径を固定した場合に,スポット径を

小さくするためにはプリ7オ【カスレンズのレンズ強度を増して

やればよい｡しかしあまり強くすると発散角が増大し,画面周辺

でのハロ【が増大して全面性を著しく劣化させる(曲線1)｡逆に

プリフォーカスレンズの強度を弱〈した場合,全面性は向上する

が画面全体の画質が劣化して通常信号での画質が不卜分となる

(曲線2)｡一方,信号強度が増人した場合,ハローが大きい場合
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図3 プリフォーカスレンズ改善方法説明図

(曲線1)はそのまま画質劣化を著し〈して良い結果は得られない｡

またハローがあまり小さい場合(曲線2)にも,いわゆるブルーミ

ング現象による輝部の輝度むらのある画質となり,あまり良い画

質にならない｡結局若干はハロmを生じても,中央部のきれをよ

くする中央解像度をやや強調した全面性を示す特性(曲線3)がい

わゆる通常信一号の中間調では周辺ハローもほとんど日立たず,中

央解像度のきれの良い画質を得る｡同時に強信号のときもハロー

がもともとの輝度と同程度の輝度になることによって,ブルーミ

ング現象による輝度むらを補ってみかけ上スポットがハローを含

めて-･様輝度に見える形となり,スポット径そのものは大きくな

るが,画質としては輝部と暗部が明確に[束別された輪郭のはっき

りした画質となる｡ニのときには目の明度対比現象によるエッジ

効果によってエッジ強調現象が生じ,みかけ上きわめて良い鮮明

度の画質を与えることになる｡ニのことを考慮してプリフォーカ

スレンズの仕様を決定した｡

2.2,3 低電力ヒ一夕･カソード

これまで17形テレビセットには440AB4が用いられている｡こ

れは6.3VO.6A(3.78W)ヒータ･カソード系であり,セットの消

費電力の中に占める割合は5.81%であるが,実際にはさらにオー

ルトランジスタ化とともにプリヒートシステムを採用することに

より,70リヒート電力としてヒータ消費電力の約50%が常時消費

される形となって,ヒータの全消費電力量に占める割合がさらに

多くなる｡そこで今回はこのヒ一夕･カソード系の消費電力を少

なくするため12V75mAヒータ･カソード系を採用することにした｡
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これにより消費電力は従来の%.2に低減できることになる｡

2.2.4 低 G2 化

開発当初,解像度劣化を補うために300G2を採用して検討を開始

したのであるが,トランジスタ方式では低B電圧動作が回路のでナ

理化となるため,低G2化を実施することとした｡

従来,第2グリッドに加える電圧は第2グリッド電圧が300～

400Vであるため,7しスト電圧を用いていたが､ブ【スト電圧を

上げると帰線時のパルス電圧が上がり,出力回路の故障を起こし

やすい欠点があった｡そこでこの第2グリッド電圧をB電源から

供給する方法が採用されたが,AClOOVの場合,B電庄としては

220～270Vがせいぜいであり,B電圧を高くした場合,中間周波

回路や偏向回路でのロス分が増加し,きわめて能率の悪いものと

なる｡そこで,この中間周波回路や偏向[那各を合理化して電力ロ

スをなくし,偏向回路の高能率化を図るためにB電圧を下げる必

要が生じた｡AClOOVをフィルタを通すことなく整流した場合,

120～130Vが得られる｡これを分割して第2グリッドに使用する

ことになるため,低B電圧動作にはブラウン管の第2グリッド定

格は少なくともこれ以下に設定されねばならないことになる｡そ

こで電源電圧変動なども考え,さらにこれまで実施してきた9～

14形の経験を生かし,これとの標準化を図る意味も含めて第2グ

リッド定格を100Vとした｡

2.3 補 強 構 造

これまで16形以上のブラウン管の補強構造には,リムバンドを

樹脂接着した上からテンションバンドを巻き,約450kgWの張力で

締めつけた通称Pan-0-Ply方式(以下P▼0-Pと略す)のバンド補

強形を採用してきた｡しかるに今回の開発にあたっては,P-0-P

の改良構造として検討してきた新方式(以‾トドライリムバンドと

称する)を採用することとした｡さらに最も簡単なテンションバ

ンド方式が採用できないか検討することにした｡ドライリムバン

ド方式とは,従来のP-0-P方式がウエ､ソトな酎月旨を使用してい

るのに対比して,この樹脂の代わりに両面粘着(ねんちゃく)剤付

きの布テ【70を用いるもので,この布テープを用いる以外は従来

と全く同じ構造である｡しかしながら,粘着剤付き布テープの場

合は,樹脂の場合と違って粘着剤が硬化Lか一点で不安があった｡

しかし､これまでの検討の結果は厚さ0.5mm,幅42mmの両面粘着布

テーーープを用いることにより,従来と全く変わりない性能を得ると

ころまで検討が進められていたので,採梢することとLた｡この

ため,バルブ強度をより強くしておくこととし,フェース肉厚を

従火の7.7tから8.5tに上げ,77ンネル肉厚も従来の実績におい

て歳も強度的裕度を残している19形バルブのフアンネル肉厚と,
(
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こ
二
空
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壷
)
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二れよりさきに開発した340CB4(14形-90度｢20¢)における補強

強度向_l二対策の経験を生かして従来の4.1mm以上よリ0.4mm上げた

仕様とした｡なお,ドライリムバンド方式については,別途詳細

な報告を予定Lているので,本報告では確認結果のみを報告する

にとどめる｡

表3 新旧けい光体の特性比較

けい光体 成 分

F】黄
ZnS:AgZnSCdS:Ag

MPCD 色i法度 SC 輝度比

旧 十34 17,0000K 0.315±0.035 100%

新 ZnS:Ag ZnSCdS:CuAl ＋33 16,3000K 0.295±0.035 111%

2.4 新けい光体の採用

カラーブナウン管のグり【ンけい光体において,数年前から採

用されている通称カッパ】グリーンけい光体の効果を,白黒70ラ

ウン管用の黄色けい光体成分に応用することを試み,大日本塗料

株式会社に依綿し,ほぼ実用可能の域に達していたため,フェー

ス肉厚を8.5tとすることによる輝度低下分をこの新けい光体の並

用により補うことにした｡この新けい光体は育成分けい光休は不

変で,黄色けい光体成分のみを活性剤に従来はAgを用いていたも

のをAlを触楳とLてCuを用いたもので,ZnCdS:Cu･Alの構成を

もっている｡このけい光体は発光能率を向上したものであると同

時に,Cuを清作剤とすることによってCuに対する免疫性をつけ,

いわゆる従来Cuによってきわめて敏感に発生する肯しみ不良に対

する耐性を増したものでもある｡これまでの検討から,17形にお

いては輝度を8%向上できる結果を得てし-たので,これの採用に

より十分にフェース肉厚アップ分を補いうるとした｡表3は新,

旧けし､光体の特性を示したものである｡440BFI∋4における輝度

｢六=二率は,Jん=50恥A時点で7.4%,J丘=1,000/∠A時点では19.4

%向卜するという結果を得た｡

3.試 作 結 果

3.1解像度特性の検討

ブラウン管の解像度や鮮鋭度に関する測定法としては,通常輝

点のスポットサイズ,または輝線幅をハローの大きさを含めて観

察する方法が揺られる｡図4および図5はG2定格,Gl孔径および

プリフォーカスレンズ特にG2-G3間隔と輝線幅特性,スポット径

特性の関係を示すものである｡画質を維持するため,当初300G2を

目的としたが,低B電圧動作を採用するために100G2定格とするこ
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とになり,画質の低‾FはG3ボトムの孔径を6.0¢にすることによっ

て全面性を向上し,さらに中央解像度を周辺のハローによる劣下

を著しくしない範囲で向上するため､G2-G3間隔を3.5mmに設定し

てプリーフォーカスレンズ強度を上げた｡さらに,寿命特性の改

善によってGl孔径0.60¢の特性を可能にした｡

3.2 電流･輝度特性

ドライブ特性と輝度特性は図6に示すとおりである｡図7は零

バイアス時の陽極最大電流値分布を示したものである｡

100G2化した場合,駆動率が向_1-するため,卜うイブ電旺で約7V

減じられる特性が可能となり,電流特性としてMlb=3,7且んco2-0

が得られた｡またJん=50恥A時点の平均明るさとして1,4301m/m2

が得られた｡
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3.3 ネックシャドウ裕度

図8は管軸〃l｢りのネックシャドウ裕也(コ=ナ抑ニシャトウが

′呪われるまでのセンタリングマグネットなLの偏l｢りコイ′レグ)バlソ
ク_拉でホす)と､軸と向/りノブドりのネ･･ノクシャドウ抑空(センタ■ノ

ンデマグネり卜によって,ラスタをんイrに椎刺Lたとき,シャト

ウが一呪われるまでのムニイ■▲柏刺i遠でホす)の分布をホしたもグ)でj)

る 軸ノルJ裕也はヤ均似で2.72,3(7仙は1.10となる.J

裕也1.5mm以卜において不良中0.05%以卜の分イけにできた,セ1ソ

ト側での碓.iノどにおいていド均他2.34,3(7値0.82,3♂ノ∴く確ヤシナ

イけイく上皇ヰ0.1%以‾Fを子ミ主た｡

3.4 X 線 今寺 性

漏えいⅩ線を防止するためにバルブガラスにPbOを添加するこ

ととし,添加量はアメリカでの実績を参考にして,初め2.35%を

才未開したが,その後さらに裕度をとるために3.35%まで増加した｡

波長0.6A時点のⅩ線吸収係数は2.35%PbO生地が19.6,3.35%

PbO生地が22.3となる｡図9は陽極電圧と漏えいⅩ線の関係をJED

EC規格との対比において示したものである｡図10は3.35PbOバルブ

のパネルフェース部とフアンネル部における漏えい羊,.線と中ソ【

ド電流との関係を,図‖はHEWで昭和46年6月以降逮捕する第

3次規制(テレビセットが故障して高圧がアップ0した場合でも0.5

mr/bを越えてはならない)を考え故意に故障を起こした場合の高

圧との関係において0.5mr/h漏えいⅩ線特性を示したものである｡

3.5 寿 命 特 性

寿命を維持するブラウン管の品質として,管製作時の真空度の

レベルを知ることが一つの目安となる｡この真空度を知る手段と

して,一般に管内ガスをイオン化してそのイオン化比を測定する

オ､ス比(GR)を用いる｡もちろん,直接真空度を測定することも

できるが,大量生産においては全数真空度を測定管理することは

管軸と直角方向裕度(左＋右裕度)
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表4 偏 向 電 力 iRリ 定

440BFB4

Iた=250/′A

パルプ3.35%Pb

パルプ2.35%Pl】-′

10

∈

蜜0,5
粥

0.1

JEDEC-//

20 21 22 23 24 25 26 27 28

取敵iE吐(kV)

図9 Jた=250/∠Aにおける

陽極電圧とX線の関係
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図10 カソ【ド電7克と

Ⅹ線の関係
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B 管 名 偏向角
水平偏向′屯力

Li吉,P(mHAを_P)

D Y イ ン タク 垂直偏向電力 DY才底抗 Set十B Set消費

L(〟H) R指_P(詑指_P) R(Q) (Ⅴ) 電力(W)

12形14形
310EUB4

340RB4
908 4.2 153 3.03 2.1 12.0 32

17形 440BFB4 900 4.4 153 3.16 2.1 12.8 38

17形 20形
440AFB4

500ZB4
114ロ 12.8 220 5.78 2.0 23.0 65

ただし,偏向電力は10%オーバ･スキャンを含んでいる｡

表5 バルブと補強方法およびUL条件における破壊試験結果
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不可能である｡そこでこのGR

値を代用として用いる｡実験に

よれば,〔真空度〕=2.5×10‾4

×GR(Torr)となる｡寿命特性

およびエミッション特性を維持

するレベルとして,われわれは

GR値で0.01以下が必要である

ことを得ている｡本開発のブラ

ウン管の場合,平均GR値とし

て0.004を得た｡GR値としては,

これで十分である｡図12はセッ

ト実装寿命試験の結果を示した

ものである｡0.60¢Gl孔径の場

合,寿命時間2,000時間時点,

最大陽極電流比80%以上で残存

3.35%Pbパルプ′440BFB40.5皿rノb

O.5mr′′′bJEI〕EC+迎桁

郎.i占肘ニ･■六を汗L正人5撮枯正一‾l三
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図11実際セ･ソトにおける動作陽極電圧とⅩ線の関係

率100%の結果を得ている｡

3.6 偏 向 電 圧

モデルNo.S-57Sセlソトにおいて測定Lた偏向電力,十B電圧,

セ･ソトの捻消費電力を示すと表4のようになる｡偏向電力は従来

の440AB4の場合に比べて,水平,垂直あわせて約65.6%,水平

のみでは約59.3%の低減である｡また,セットの総消費電力では

約41.5%の低減となっている｡ニの結果は初期設計時点の推定ど

おりのものである｡

12形,14形の場合と比較しても,偏向電力で約4.6%,セット総

消費電力で約18.8%のアップのみで17形まで低電力オールトラン

ジスタ化が可能となったことになる｡

3.7 補 強 強 度

フェ【ス肉厚7.7tと8.5tのバルブについてP-0-P,ドライリ

ムバンド,テンションバンドについて,無処理,UL条件にて検

討した衝撃試験結果とりムずれに対する静圧荷重強度試験結果は

表5に示すとおりである｡この結果からドライリムバンド方式を

採用し,生産能率向上と原価低減を-叶絶とした｡なお,この方式
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表6 ブラウン管諸条件の確認

項 目 結 果

(1)外形卜の取扱い強度

(2)耐気柱強度

(3)喜冨孟三三竺冒する
(4)ショックノイズ'

振動,落卜試験特に異常なし

生パルプ;二…:…ニ;;3ニ…;,ブラウン管…‡…≡…;……三言;
30分2/24ヰこ(2担】)1時間3/24本(5凹)

4時間2/24本(4【司)

フェース衝撃.ネック衝撃にて特に異常なし

図13 440BF】∃4の外観

において昭和46勺二3‖にUL.ば滋,い川二6ノーjにCSAJ乙ど;Lをそれ

ぞれ収イこ主した｡

3.8 そ の は か

17形90蛇-20¢ブラウン管の糊雅にあたって,柑二表6にホす発

作についても確∫言｡どが必安であ一ノたが,特に一問超ない純米をイさ圭た.コ

図13,図川は440BFB4の外観と外形lて月を示したものである､_､

4.結 臼

17作手セ､ソトにおける什｢■にノJ化をlげして,17彬90は仙納20¢ネ

ソクブラウンキ1てこのl那芭を試ふ,一一んしその[川てJをj士lノた.｡Ur川146r卜

4JJかご)-_F一丘確を例輸し,jLi川二9Jjまでに約35,0004この′L推古行な

ったが,才州1歩ビ重りなど,ほぼ糾朔のR恍ビおりの結氷をイミ阜

ている｡′卜綬,ヒ一夕･カソード系を攻1呈して,エミッションJホ

ビまりをさらにl叫卜するととい二､解條怯もさ⊥'Jに巾_卜する必安

がある(1

文
イ
炉

水

体
ド

ル熱

論
フ
仙
川
■

■
･ テ

二｢･ノ

の
の
戸

装
口
経
論
愉

口

車

托
叩
.
1
ノ引

各

′
■
.
-
一

口灯

33

箭
惰
力
竹

づへ

VO

ク
笥
水
グ

汁

尼

635

376.5旦 - J

叩

馴

～′テンション′小脚置

l†l
〔くた:･

1,5｡孟㌫､､､､㌦･

t､⊂⊃.
く▼つの 三†

巧

芸弓

叫ノ紫

1,947月
1.一▼=し⊂)
｢一二こt､

l
卜E三

ギ
十､

l
20月

l

l l
Iけい叱r柵346.1以卜†

卜†‾‾
【l

l
358以-t

⊂く

l

∴‡怒イニ′‡′1ぺ…苧よJTN

り7丁レン欄

一工寸2叫二呂こ呂 苧

‾1‾
(E7-91) 131､Jl､

々キャ,/7

､.G｡

G21

(;1

01

0

､H

Gl

て､イ/J
＼､■､＼

＼ヾ

Zl了

口

〓
諾
∞
N

･
寸
≠
N
O
m

0へ4.2_J

T
l‾l

了

■30.9＋2.0

11.1--一一

ヨ
寸

の

l

+_

14.3

歯町

外部具ミ打i

306

仲代皿m)

キャリイりト21)

+

T
I
爪
≠
O
N
-

層

165

--210.2

21リ.‾卜

■｢

パネル部詳細

/
/

ハ･+ハハ′

フ
リ沌ヤ緑キ絶

/ノ

へ-ス伽俄総｢よr *:収イ寸ボルト伽i‾;i三叫二′二戸■･二叫】心と′ナ'る山行印
りEDECNo.7GR) 叫り｢人+に逐一るニヒ

川14 440BFIi4の外形lヌl

姑後にイゝブラウン1iてこの朋子芭にあたり,工けにご協ノJを小たた､いた,

旭梢J'一株ノ℃全紙 人【-りこ構料株⊥-〔仝什,[り{′一に+二休J一じ≦さ‖二の芥什

に対し深く感J射する次荊である(｢

参 考 文 献

(1)0.H.Shade:Characteristic of high-efficiency deflection

and hjgh voltage supply system f(汀kinescope.RCA

Reviewll,1(1950)

(2)化 し二法川トランジス夕子レビンヨン川ブラ｢7ン†H二/ノいて

斯【りこ`一に1t托軸(椚4111)

(3)愉性はか:テしビン'ヨン 川｢イ344)

日 立 造 船 技 報

目 次

･噴流屑
に

苗 の 試 作 ･噴 流†亘弓
に

シ ス テ ム
･披 浪 中

の

J土三 (節2封ま)

j一連三け什

…ヰ､.誌に付ける肘三さ+土卜L吉山二J負か､圭‾j■

No.1

お け る 環状 枇J′一丁臼･プ)流イ本の 洗

お け る 乞も=三 r勺 耶 のi允休 の 流

祇杭増 加 の.汁算 に 関 す る 一一枚

U
_たj左船

体式三さ祉 桔術研 究所

人阪心此花区桜島北之町60 郵他市号554

し

】し

｢
ゝ
＼

+
′
･
心
イ

∫

49




